


また、北の江の島拠点施設（道の駅）の整備基本計画では、『エエ町、江差で、エ

エ時間 親子のたまりば・かもめ島』をコンセプトに、道南エリア満足度ナンバーワ

ンの「道の駅」を目標としている。計画の方針の一つに、『多様な交流でつながり、

子育てしやすい施設であること』を基本に、“親子のたまりば”とした江差町の“の

びのび子育て”応援の中心施設として、町民同士が交流し、子育てしやすい環境を提

供すると謳われている。 
当委員会とすると、道の駅が“親子のたまり場” としてどのような施設が望ましい

のか、地域に根差し、親子連れにとって満足度ナンバーワンの道の駅にするため、「親

子で楽しめる健康的な空間づくり」として調査を立ち上げ、先進地視察を１回、まち

づくり推進課からの説明を受け、意見交換を行ったほか、委員会を７回開催し、検討

を重ねてきた。 
ニシンの繁栄で「江差の５月は江戸にもない」と謳われたかもめ島が、もう一度賑

わいのあるランドマークとなることを願い、調査結果について意見を付して報告する。 

 
 
４ 先進地行政視察 
   委員会内で３回の協議、担当課からのヒアリングを実施し、質問事項を検討の上、

岩手県久慈市「道の駅 いわて北三陸」（以下、「視察先施設」と言う。）へ先進地行政

視察をおこなった。 
   別添 先進地行政視察顛末書のとおり 

 
５ 調査の結果 
 ⑴ 子どもの施設配置について 

・ 通常、施設の端に屋内のキッズスペースがあることが殆どだが、視察先施設では、

子どもが遊ぶ姿をどこからでも見守れるという観点から、屋内施設中央にキッズス

ペースを設けている。また、中心に置くことで、親以外でも「みんなで子どもを見

る・育てる」という意識や意味を持たせている。 
・ 拠点施設においても屋内キッズスペースを配置する予定となっており、子育てし

やすい施設、子どもの安全性を担保できるような施設配置を配慮する必要がある。

併設予定の施設との動線が出来ること、来場する大人の目が行き届き、危険を未然

に防ぐことが出来る施設配置となる様、検討いただきたい。 

   
 
 ⑵ 子育て支援の充実について 
  ・ 視察先施設のコンセプトのひとつが「子どもが楽しく遊べる秘密基地」であり、

屋内のキッズスペースには大型遊具、屋外には㈱ポケモンと連携協定による『イシ

ツブテ公園』が設置されている。遊具にも工夫が見られ、子どもの冒険心を煽る施

設である。 
・ 小児子ども用トイレや授乳室、オムツ交換スペース等使用するに充分な広さがあ

る。また、オムツの自動販売機もあり、小さなお子様連れの来客者も安心して長い



時間を過ごせる様、配慮された施設であることが伺えた。 
・ 『北の江の島拠点施設整備基本計画』では子育て応援の中心施設として位置付け

ているため、子どもの遊び場はもちろんの事、安心して長い時間過し、またここに

訪れたいと思われる“親子たまりば”を目指し、小児子どもが充分楽しめ、親も手

軽に子どもを連れて来ることが出来る様、親子に手厚い施設となる様検討いただき

たい。 
・ 子ども向けのイベントは、親や祖父母等の来客も見込め、集客の起爆剤となり得

る。道の駅の賑わいを持たせる観点から、認定こども園や教育委員会等とタイアッ

プし幅広く検討する必要があると考える。 

 
 ⑶ 施設の安全防災対策について 
  ・ 視察先施設は高台に位置し、国が発表している大津波が来た場合の想定において

も、津波の被害を受けない区域である。 
一方、近くには川が流れ、大雨等で氾濫した場合に避難所とすることが難しい事

から、緊急避難所の指定は受けていない。付近にある防災公園が避難所となっており、

道の駅は防災備蓄倉庫を設置し、緊急時の物品を備蓄している。 
施設では BCP の策定を進めると共に、災害を想定した年２回の避難訓練を実施し、

防災意識づけを行っている。 
  ・ 施設の地震対策としては、耐震性の高い建物とすることはもちろん、専門家や有

識者等の意見を取り入れ、地震による施設被害や物品倒壊等による人的被害を最小

限に抑える施設設計とすることが重要と考える。 
  ・ 津波対策としては、避難経路や避難場所の設置、さらには津波警報システムの導

入など、津波への備えが必要である。建物自体の高さや構造も津波に対する耐性を

考慮すると共に、地震・津波発生時の避難経路や避難場所を明確に示し、定期的に

従業員や利用者への避難訓練を徹底実施することが必要である。これにより、災害

発生時の混乱を最小限に抑え、地域の安全性と災害時の迅速な対応が可能となる。 

 
⑷ 施設の建設資材及び再生可能エネルギーの活用について 
・ 視察先施設の殆どが木材に囲われ、子ども用遊具も木で出来ている。空間も広く、

木のぬくもりを感じる施設である。使用されているものは様々な木材を混ぜて使わ

れており、地元の木材が主に使われている。 
  また、施設屋根には太陽光パネルがあり、蓄電された電気は主に施設内物販の電

気に利用されている。 
・ 拠点施設の設計はこれからとなるが、資材に木材を使う場合においては、道産材

を使い、地産地消となるよう考慮いただきたい。 
・ 当町も令和５年３月に『江差町地域再エネマスタープラン』を策定し、地域脱炭

素社会実現へ指針を定めたところであり、風力や太陽光といった再生可能エネルギ

ーの活用を積極的に推進していくことが望ましい。 
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